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補体と腎障害
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C3腎症：非常に稀な腎疾患 

 

C3腎症は非常に稀な腎疾患であり、 

糸球体の炎症と損傷を引き起こします2-5。

 C3腎症が患者さんの日常に与える影響を学び、その背後にあるメカニズムを理解しましょう。

 

非常に稀で進行性の腎疾患であるC3腎症について理解しましょう2-4。

 

C3腎症の診断

C3腎症の特徴

 

補体介在性＊1の進行性腎疾患2-4

＊1 補体の活性化と制御のバランスが崩れることで発症すること

C3腎症の世界的な年間発症率は100万人あたり1～2人です2。

 

C3腎症の進行がもたらし得る可能性

末期腎不全4-6

透析の必要性6

移植の必要性6
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タイムリーな生検解析



 

診断には専門医による腎生検が必要です6。C3腎症は他の糸球体腎症との鑑別が難しいため、専門的な検査が必要です6-9。

腎生検では、C3の蓄積を示す染色強度は他の免疫グロブリン（IgA、IgM、C1q）と比べて2段階以上高く、免疫グロブリンや補体古典経路の因子はほとんど認め
られません6,10。

タンパク尿、血尿及びeGFR検査の後にC3腎症が疑われる場合は、すみやかに専門医・病理医へ紹介することが重要です6,7,11。

eGFR：推算糸球体ろ過量

C3腎症の影響

C3腎症診療の現状

非常に稀な疾患であるC3腎症は、病態が複雑で診断の難しい疾患です。専門医以外では、C3腎症の疾患特性や患者さんの負荷についての知識は限定的です6,7,12。
患者さんは日常生活や仕事に影響を及ぼす可能性のある身体的、精神的負荷を強いられています7。
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何ができるか?

この稀な補体介在性疾患では早期診断が非常に重要です。
早期診断によって、健康状態と生活の質を改善できる可能性が高くなります2-4。

補体の役割

腎障害の原因となる調節障害
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Harris CL. Semin Immunopathol. 2018; 40(1): 125- 140.より改変

C3腎症では、第二経路の活性化を制御できなくなることが疾患の要因であり、腎臓が障害を受けます7,13-15。

第二経路の活性化により、糸球体メサンギウムとそれに沿う毛細管壁でのC3フラグメントの沈着が起こります。
これにより腎機能が障害され、炎症が引き起こされます13,15,16。



第二経路の活性化により、膜侵襲複合体（MAC）が生成され、炎症性メディエーターが放出されます14。
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関連アプリ

INSIGHT KIDNEYとは、腎臓を 3 次元で見ることができ、AR（Augmented Reality：拡張現実）体験も可能なアプリケーションです。
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